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終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
に
代
表
さ
れ
る
日

本
型
雇
用
慣
行
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

は
じ
め
と
す
る
職
業
生
活
に
関
す
る
意
識
と

と
も
に
、
生
活
満
足
度
や
社
会
の
あ
る
べ
き

姿
な
ど
社
会
全
般
に
わ
た
る
勤
労
者
の
意
識

の
多
様
な
側
面
を
把
握
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
は「
第
六
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」

を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
調
査
結
果
を
取
り
ま

と
め
た
（
国
内
労
働
情
報
『
第
六
回
勤
労
生

活
に
関
す
る
調
査
（
二
〇
一
一
年
）』、
五
月

三
一
日
刊
行
）。
以
下
、
お
も
な
調
査
結
果

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

調
査
は
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
層
化
二
段

系
統
抽
出
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
全
国
の
二
〇

歳
以
上
の
男
女
四
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
二
〇

一
一
年
一
一
月
、
調
査
員
の
訪
問
面
接
調
査

と
し
て
実
施
し
た
（
有
効
回
答
数
は
二
二
六

四
人
、
有
効
回
収
率
は
五
六
・
六
％
）。
一

九
九
九
年
か
ら
調
査
を
は
じ
め
、
今
回
で
六

回
目
と
な
る
（
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
〇
年
、

二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
七
年
、

今
回
）。

日
本
型
雇
用
慣
行
に
関
す
る

意
識日

本
型
雇
用
慣
行
を
構
成
す
る
「
終
身
雇

用
」（
一
つ
の
企
業
に
定
年
ま
で
勤
め
る
日
本

的
な
終
身
雇
用
）、「
年
功
賃
金
」（
勤
続
年
数

と
と
も
に
給
与
が
増
え
て
い
く
日
本
的
な
年

功
賃
金
）、「
組
織
と
の
一
体
感
」（
会
社
や
職

場
へ
の
一
体
感
を
持
つ
こ
と
）
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、ど
の
く
ら
い
の
支
持
割
合
（「
良

い
こ
と
だ
と
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
良

い
こ
と
だ
と
思
う
」
の
合
計
、
以
下
同
じ
）

が
あ
る
の
か
み
て
み
よ
う
。

「
終
身
雇
用
」
を
支
持
す
る
割
合
は
、
調

査
初
回
の
一
九
九
九
年
に
七
二
・
三
％
と
七

割
を
超
え
て
お
り
、二
〇
〇
〇
年
に
は
七
七
・

五
％
に
ア
ッ
プ
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
一
年

（
七
六
・
一
％
）
に
一
度
若
干
低
下
し
て
か

ら
再
び
上
昇
に
転
じ
、
二
〇
一
一
年
（
今
回

調
査
）
で
は
八
七
・
五
％
と
高
い
支
持
率
と

な
っ
た
。「
組
織
と
の
一
体
感
」に
つ
い
て
も
、

二
〇
〇
四
年
（
七
七
・
八
％
）
に
若
干
低
下

し
た
後
、
上
昇
を
続
け
、
今
回
調
査
で
は
八

八
・
一
％
と
約
九
割
の
支
持
率
を
示
し
て
い

る
。
賃
金
に
関
す
る
項
目
の
「
年
功
賃
金
」

を
支
持
す
る
割
合
は
、
調
査
開
始
以
来
一
貫

し
て
上
昇
を
続
け
て
お
り
、
今
回
調
査
で
は

七
四
・
五
％
。
調
査
を
開
始
し
た
一
九
九
九

年
以
降
、
い
わ
ゆ
る
日
本
型
雇
用
慣
行
を
あ

ら
わ
す
項
目
に
対
す
る
支
持
割
合
が
上
昇
し

て
い
る
（
図
表
１
）。

終
身
雇
用

「
終
身
雇
用
」
を
支
持
す
る
割
合
に
つ
い

て
、
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
歳
代
、

三
〇
歳
代
の
若
年
層
（
そ
れ
ぞ
れ
、
八
四
・

六
％
、
八
六
・
四
％
）
よ
り
も
、
六
〇
歳
以

上
（
六
〇
歳
代
八
九
・
八
％
、
七
〇
歳
以
上

八
八
・
七
％
）
で
、
若
干
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
す
べ
て
の
年
齢
階
層
で
八

割
を
超
え
、
差
が
五
ポ
イ
ン
ト
程
度
に
収
ま

っ
て
お
り
、
年
齢
階
層
で
大
き
な
違
い
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
（
二
〇
一
一
年
調
査
）。

時
系
列
に
年
齢
階
層
別
の
割
合
を
み
る
と
、

前
々
回
（
二
〇
〇
四
年
調
査
）
ま
で
は
、
年

代
が
上
が
る
に
従
っ
て
、「
終
身
雇
用
」
を
支

持
す
る
割
合
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

図表１　日本型雇用慣行
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1999年 2000年 2001年 2004年 2007年 2011年

終身雇用

組織との一体感

年功賃金

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 72.3 77.5 76.1 78.0 86.1 87.5 
男性 71.2 75.8 74.7 77.2 86.3 87.4 
女性 73.3 78.8 77.4 78.8 85.9 87.5 
20 － 29 歳 67.0 73.5 64.0 65.3 81.1 84.6 
30 － 39 歳 69.1 72.0 72.6 72.1 85.9 86.4 
40 － 49 歳 70.8 77.3 74.6 76.9 86.5 87.8 
50 － 59 歳 71.0 77.1 78.9 80.0 86.0 85.2 
60 － 69 歳 75.4 80.1 78.4 82.6 86.5 89.8 
70 歳以上 83.2 84.0 85.0 85.4 87.7 88.7 

図表２　終身雇用支持割合

性別と世代ごとにみる
仕事と生活に関する意識の変化

ＪＩＬＰＴ第６回勤労生活に関する調査
調査・解析部
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前
回
（
二
〇
〇
七
年
調
査
）
で
、
二
〇
歳
代
、

三
〇
歳
代
の
若
年
層
が
「
終
身
雇
用
」
を
支

持
す
る
割
合
が
と
も
に
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上

伸
び
て
、
す
べ
て
の
階
層
で
八
割
を
超
え
、

年
齢
階
層
別
の
差
は
急
激
に
小
さ
く
な
っ
た
。

今
回
調
査
で
は
、
さ
ら
に
年
齢
階
層
別
の
差

が
縮
ま
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。
ま
た
調
査

結
果
か
ら
、
男
女
に
よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
。

年
功
賃
金

「
年
功
賃
金
」
を
支
持
す
る
割
合
に
つ
い

て
、
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
歳
代
、

三
〇
歳
代
の
若
年
層
（
そ
れ
ぞ
れ
、
七
四
・

五
％
、
七
三
・
一
％
）
と
比
べ
て
、
六
〇
歳

以
上
（
六
〇
歳
代
七
五
・
五
％
、
七
〇
歳
以

上
八
〇
・
二
％
）
の
割
合
が
わ
ず
か
に
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
に
従

っ
て
、
支
持
割
合
が
高
ま
る
と
い
う
明
確
な

関
係
は
み
ら
れ
な
い
（
二
〇
一
一
年
調
査
）。

こ
れ
を
時
系
列
で
み
る
と
、「
終
身
雇
用
」
と

同
様
に
、
前
々
回
調
査
（
二
〇
〇
四
年
）
ま

で
は
、
年
代
が
上
が
る
に
従
っ
て
「
年
功
賃

金
」
の
支
持
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
前

回
調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
で
、
二
〇
歳
代
の

支
持
割
合
が
約
二
〇
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く
伸

び
、
ま
た
今
回
調
査
（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、

三
〇
歳
代
で
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
、
年

齢
階
層
に
関
わ
り
な
く
、
七
～
八
割
の
高
い

支
持
割
合
と
な
っ
た
（
図
表
３
）。
男
女
別

で
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
調
査
ま
で
は
、
女

性
の
「
年
功
賃
金
」
支
持
割
合
が
男
性
よ
り

若
干
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ

同
じ
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。 

組
織
と
の
一
体
感

「
組
織
と
の
一
体
感
」
の
支
持
割
合
を
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
大
き
な
違
い
で
は

な
い
が
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
支
持
率
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
年
齢
と
ほ
ぼ
反
比
例
し
て
い

る（
二
〇
一
一
年
調
査
）。
時
系
列
に
み
る
と
、

調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て
、
七
〇
歳
以
上
の

高
齢
者
で
「
組
織
と
の
一
体
感
」
を
支
持
す

る
割
合
が
低
い
ほ
か
は
、
年
齢
階
層
に
よ
る

違
い
は
今
ま
で
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
前
回
調
査
か
ら
二
〇
歳
代
、
三
〇

歳
代
で
「
組
織
と
の
一
体
感
」
を
支
持
す
る

割
合
が
大
き
く
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
伸
び
て

お
り
、
今
回
調
査
で
も
、
二
〇
代
、
三
〇
代

の
支
持
割
合
が
と
も
に
九
三
・
六
％
と
、
こ

れ
ま
で
で
も
っ
と
も
高
い
割
合
に
な
っ
て
い

る
（
図
表
４
）。
男
女
別
に
み
る
と
、
調
査

開
始
以
来
、
男
性
の
支
持
割
合
が
女
性
を
上

回
っ
て
い
る
の
が
目
立
ち
、
男
性
の
会
社
等

へ
の
帰
属
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
の
意
識

望
ま
し
い
職
業
キ
ャ
リ
ア
を
一
つ
選
択
す

る
問
で
は
、
一
つ
の
企
業
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
上
げ
る
「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」（「
一
つ
の

企
業
に
長
く
勤
め
、
だ
ん
だ
ん
管
理
的
な
地

位
に
な
っ
て
い
く
コ
ー
ス
」「
一
つ
の
企
業
に

長
く
勤
め
、
あ
る
仕
事
の
専
門
家
に
な
る
コ

ー
ス
」）
を
選
ぶ
割
合
が
一
九
九
九
年
の
調

査
開
始
以
来
、
一
貫
し
て
高
く
、
ゆ
る
や
か

な
上
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
今
回
調
査
で

は
五
〇
・
三
％
と
過
半
数
に
達
し
て
い
る
。

次
い
で
、「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」（「
い
く
つ

か
の
企
業
を
経
験
し
て
、
だ
ん
だ
ん
管
理
的

な
地
位
に
な
っ
て
い
く
コ
ー
ス
」「
い
く
つ
か

の
企
業
を
経
験
し
て
、
あ
る
仕
事
の
専
門
家

に
な
る
コ
ー
ス
」）
が
二
四
・
四
％
と
な
っ

て
お
り
、
一
九
九
九
年
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
わ
ず

か
に
低
下
傾
向
が
出
て
い
る
。「
独
立
自
営

キ
ャ
リ
ア
」（「
最
初
は
雇
わ
れ
て
働
き
、
後

に
独
立
し
て
仕
事
を
す
る
コ
ー
ス
」「
最
初
か

ら
独
立
し
て
仕
事
を
す
る
コ
ー
ス
」）
の
割

合
は
調
査
開
始
以
来
、
下
降
傾
向
を
示
し
て

お
り
、
今
回
調
査
で
は
約
一
割
（
一
一
・
三

％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
５
）。

「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
を
選
択
し
た
割
合

に
つ
い
て
、
年
齢
階
層

別
に
時
系
列
で
み
る
と
、

前
回
調
査
（
二
〇
〇
七

年
）
ま
で
は
、
若
年
層

よ
り
も
六
〇
歳
以
上
の

高
齢
者
で
「
一
企
業
キ

ャ
リ
ア
」
の
割
合
が
若

干
高
い
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
し
か
し
前
回
調
査

か
ら
、二
〇
歳
代
で
「
一

企
業
キ
ャ
リ
ア
」
を
志

向
す
る
割
合
が
急
激
に

伸
び
、
今
回
調
査
（
二

〇
一
一
年
）
で
は
一
〇

ポ
イ
ン
ト
以
上
の
ア
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
の
が

大
き
な
特
徴
で
、
六
〇

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な

ら
ぶ
高
水
準
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
６
）。

一
方
、「
複
数
企
業
キ

ャ
リ
ア
」
を
選
ん
だ
割

合
は
、
前
回
調
査
（
二

図表３　年功賃金支持割合

図表４　組織との一体感支持割合

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 60.8 61.8 62.3 66.7 71.9 74.5 
男性 58.5 58.4 59.8 65.3 73.3 74.6 
女性 62.8 64.7 64.4 68.0 70.8 74.4 
20 － 29 歳 56.2 54.5 54.1 56.1 75.5 74.5 
30 － 39 歳 56.8 57.7 55.8 62.3 63.8 73.1 
40 － 49 歳 55.3 58.2 61.5 66.4 68.2 70.2 
50 － 59 歳 60.2 61.3 61.8 67.4 72.0 73.0 
60 － 69 歳 66.9 67.9 67.4 69.5 72.4 75.5 
70 歳以上 73.0 70.1 72.0 74.5 79.1 80.2 

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 74.6 76.9 79.1 77.8 84.3 88.1 
男性 81.0 82.6 85.1 82.9 89.8 90.8 
女性 69.1 72.2 73.9 73.2 80.0 85.9 
20 － 29 歳 79.2 80.2 84.5 75.3 92.3 93.6 
30 － 39 歳 79.1 80.3 81.2 78.9 91.1 93.6 
40 － 49 歳 73.5 76.0 77.1 82.1 89.9 92.9 
50 － 59 歳 73.1 76.6 79.1 76.1 81.3 85.2 
60 － 69 歳 73.7 77.3 79.9 80.3 82.1 85.5 
70 歳以上 69.1 70.9 73.4 72.6 75.9 82.1 
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図表５　望ましいキャリア形成
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〇
〇
七
年
）
ま
で
、「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
と

は
逆
に
、
年
齢
階
層
が
若
い
ほ
ど
高
い
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
調
査
（
二

〇
一
一
年
）
で
は
、
二
〇
歳
代
で
「
複
数
企

業
キ
ャ
リ
ア
」
の
選
択
割
合
が
約
一
五
ポ
イ

ン
ト
と
大
き
く
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
の
が
目
立

ち
、
若
い
ほ
ど
「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
志

向
と
い
う
色
彩
が
薄
ま
っ
て
い
る（
図
表
７
）。

全
体
的
に
み
て
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
ほ

ど
「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
志
向
の
割
合
が
高

ま
り
、「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
志
向
の
割
合

が
低
く
な
る
基
調
は
調
査
開
始
以
来
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
二
〇
歳
代
で
「
複
数
企
業
キ

ャ
リ
ア
」
で
は
な
く
「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」

を
志
向
す
る
割
合
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
。

社
会
に
つ
い
て
の
意
識

望
ま
し
い
分
配
原
理

ど
の
よ
う
な
人
が
社
会
的
地
位
や
経
済
的

豊
か
さ
を
得
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
分

配
の
原
理
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
努
力

原
理
」（
努
力
し
た
人
ほ
ど
多
く
得
る
の
が
望

ま
し
い
）
と
「
実
績
原
理
」（
実
績
を
あ
げ
た

人
ほ
ど
多
く
得
る
の
が
望
ま
し
い
）
を
支
持

す
る
割
合（「
そ
う
思
う
」「
ま
あ
そ
う
思
う
」

の
合
計
、
以
下
同
じ
）
が
一
貫
し
て
八
割
前

後
と
高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
今
回
調
査

で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
八
八
・
五
％
、
八
四
・
一

％
と
な
っ
て
い
る
。「
必
要
原
理
」（
必
要
と

し
て
い
る
人
が
必
要
な
だ
け

得
る
の
が
望
ま
し
い
）
の
支

持
割
合
は
三
割
前
後
で
推
移
し
、「
平
等
原

理
」（
誰
で
も
同
じ
く
ら
い
に
得
る
の
が
望
ま

し
い
）
を
支
持
す
る
割
合
は
二
割
前
後
で
推

移
し
て
お
り
、
と
も
に
相
対
的
に
低
い
割
合

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
〇
四
年
以
降

で
は
わ
ず
か
に
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
図

表
８
）。

「
実
績
原
理
」
の
支
持
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
調
査
開
始
以
来
、

ほ
ぼ
年
齢
階
層
が
若
い
ほ
ど
、「
実
績
原
理
」

支
持
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

「
努
力
原
理
」
の
支
持
割
合
を
み
る
と
、
二

〇
〇
〇
年
調
査
ま
で
は
、
年
齢
階
層
が
高
い

方
で
支
持
割
合
が
高
い
傾
向
を
示
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
四
年
調
査
で
は

年
齢
階
層
に
よ
る
違
い
が
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、

二
〇
〇
七
年
調
査
か
ら
は
、
五
〇
歳
代
以
降

の
高
支
持
率
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
若
い

年
齢
階
層
で
「
努
力
原
理
」
の
支
持
割
合
が

高
ま
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

二
〇
歳
代
に
絞
っ
て
み
る
と
、
前
回
調
査

（
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、「
実
績
原
理
」
の
支

持
率
は
九
二
・
三
％
で
、「
努
力
原
理
」
は
九

〇
・
三
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
調
査

で
は
、「
実
績
原
理
」
が
八
七
・
八
％
で
、「
努

力
原
理
」
が
九
二
・
六
％
と
、
支
持
割
合
が

逆
転
し
て
い
る
。

「
必
要
原
理
」
の
支
持
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
〇
四
年
調
査

ま
で
は
、
年
齢
階
層
の
高
い
方
が
若
干
ポ
イ

ン
ト
が
高
い
程
度
で
、
年
齢
階
層
に
よ
る
違

い
は
ほ
ぼ
な
い
が
、
二
〇
〇
七
年
調
査
か
ら

二
〇
歳
代
の
支
持
割
合
の
伸
び
が
大
き
く
、

二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
一
年
と
続
け
て
、
各

年
齢
階
層
で
も
っ
と
も
高
い
支
持
率
を
示
し

て
い
る
。

「
平
等
原
理
」
の
支
持
割
合
に
つ
い
て
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
調
査
開
始
以
来
、

六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
で
の
支

持
割
合
が
他
の
年
齢
階
層
に
比
べ
て
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。
他
の
若
年
・
壮
年
階

層
の
支
持
率
も
徐
々
に
高
く
な
っ
て
お
り
、

今
回
調
査
で
は
、
二
〇
歳
代
が
若
年
・
壮
年

層
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
支
持
割
合
が
高
く

な
っ
た
。

二
〇
歳
代
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
「
実
績
原
理
」
に
対

す
る
支
持
は
強
い
も
の
の
、
や
や
陰
り
が
み

ら
れ
、「
努
力
原
理
」
に
軸
足
が
移
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま

た
、「
必
要
原
理
」「
平
等
原
理
」
と
い
っ
た
、

比
較
的
年
齢
の
高
い
方
が
支
持
率
が
高
い
と

図表６　一企業キャリア支持割合

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 40.5 44.6 40.5 42.9 49.0 50.3 
男性 39.6 45.8 41.4 41.8 51.1 51.6 
女性 41.3 43.6 39.7 44.0 47.4 49.1 
20 － 29 歳 36.6 44.1 38.9 33.9 40.3 51.1 
30 － 39 歳 42.6 40.1 34.9 41.0 45.1 46.7 
40 － 49 歳 38.7 40.6 37.2 36.6 50.9 48.0 
50 － 59 歳 40.1 41.6 40.4 45.2 48.9 49.7 
60 － 69 歳 42.3 48.9 48.4 45.9 49.6 52.1 
70 歳以上 43.1 53.0 41.8 51.2 53.9 53.4 

図表７　複数企業キャリア支持割合

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 23.9 21.9 26.2 26.1 24.6 24.4 
男性 24.4 21.5 25.2 25.4 23.5 23.0 
女性 23.4 22.3 27.1 26.8 25.4 25.6 
20 － 29 歳 33.5 29.9 36.6 35.4 42.9 28.2 
30 － 39 歳 31.5 30.4 37.4 35.7 32.8 33.9 
40 － 49 歳 26.8 27.0 30.3 33.4 28.4 27.6 
50 － 59 歳 21.3 22.9 22.9 24.4 22.7 28.8 
60 － 69 歳 18.0 14.9 19.7 20.0 21.8 20.4 
70 歳以上 10.2 7.3 12.7 11.4 11.8 12.2 

77.5 77.9 83.0
83.8 83.9 84.1

84.2 83.7 83.8
86.9

88.6
88.5

30.6 29.8
32.5

29.8 31.7
35.4

19.6 18.0 19.7 18.0
20.7

22.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

1999年 2000年 2001年 2004年 2007年 2011年

実績原理 努力原理 必要原理 平等原理

図表８　望ましい分配原理

（％）

（％）

（％）



特集―世代別の職業と勤労生活に関する意識

Business Labor Trend 2013.7

13

思
わ
れ
る
原
理
に
つ
い
て
も
、
二
〇
歳
代
を

中
心
に
若
年
層
の
支
持
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
的
だ
。

階
層
意
識

自
分
が
日
本
の
社
会
階
層
で
ど
の
階
層
に

入
る
と
思
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
調
査
開
始

以
来
一
貫
し
て
、
約
九
割
と
高
い
割
合
の
人

が
自
分
は
「
中
」（「
中
の
上
」「
中
の
中
」「
中

の
下
」
の
合
計
）
の
階
層
に
属
す
る
と
回
答

し
て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
九
〇
・
二
％
と

な
っ
て
い
る
。

階
層
意
識
に
つ
い
て
、
年
齢
階
層
別
に
み

る
と
、「
中
」
流
だ
と
考
え
る
人
が
年
齢
階
層

に
か
か
わ
り
な
く
八
割
～
九
割
の
高
水
準
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
９
）。

今
回
調
査
の
結
果
を
細
か
く
み
る
と
、
い

ず
れ
の
年
齢
階
層
で
も
「
中
の
中
」
の
割
合

が
も
っ
と
も
高
い
も
の
の
、
二
〇
歳
代
、
三

〇
歳
代
で
は
「
中
の
下
」「
下
」
の
割
合
が
他

の
年
齢
階
層
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
な
ど

分
布
が
下
流
に
振
れ
て
い
る
。
時
系
列
で
み

る
と
、
と
く
に
二
〇
歳
代
で
の
下
ぶ
れ
が
大

き
い
。「
中
の
上
」
と
す
る
割
合
が
二
〇
〇

〇
年
調
査
、
二
〇
〇
一
年
調
査
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
一
一
・
八
％
、
一
〇
・
九
％
と
二
ケ
タ

だ
っ
た
の
に
、
ダ
ウ
ン
し
て
今
回
調
査
で
は

五
・
三
％
と
半
減
し
、「
中
の
下
」「
下
」
の
割

合
が
回
数
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
。

男
女
別
で
は
顕
著
な
特
徴
は
な
い
が
、
時
系

列
で
み
る
と
、
女
性
で
「
中
の
中
」
と
す
る

割
合
が
、
一
貫
し
て
男
性
よ
り
わ
ず
か
に
高

く
な
っ
て
い
る
。

不
公
平
感

社
会
的
公
平
に
つ
い
て
は
、「
不
公
平
感
を

持
っ
て
い
る
」（「
公
平
で
な
い
」「
あ
ま
り
公

平
で
な
い
」
の
合
計
）
割
合
が
、
調
査
開
始

以
来
、
七
割
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
今
回

調
査
で
は
七
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
９
）。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
七
〇
歳

以
上
で
、
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
人
が
若

干
少
な
い
ほ
か
は
、
あ
ま
り
年
齢
階
層
に
よ

る
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
時
系
列
的
に
み
る

と
、
二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代
の
若
年
・
中

高
年
で
は
、
調
査
を
始
め
て
か
ら
一
貫
し
て
、

不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
水
準
で

推
移
し
て
い
る
が
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
以

上
の
高
齢
層
は
、
調
査
開
始
か
ら
徐
々
に
割

合
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

年
齢
の
違
い
に
よ
る
不
公
平
感

「
年
齢
の
違
い
に
よ
る
処
遇
」
に
つ
い
て

は
、「
不
公
平
だ
と
感
じ
て
い
る
」
割
合
が
五

一
・
五
％
で
、「
公
平
だ
と
感
じ
て
い
る
」
割

合
（
四
三
・
七
％
）
を
や
や
上
回
っ
た
。
年

齢
階
層
別
で
時
系
列
に
追
っ
て
み
る
と
、

前
々
回
調
査
（
二
〇
〇
四
年
）
ま
で
は
、
お

お
む
ね
年
齢
が
若
い
層
で
「
不
公
平
だ
と
感

じ
て
い
る
」
割
合
が
高
か
っ
た
が
、
前
回
か

ら
五
〇
歳
代
を
除
い
て
平
準
化
し
、
今
回
調

査
で
は
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
、

五
〇
歳
代
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
以
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
四
八
・
九
％
、
五
一
・
四
％
、
四

九
・
五
％
、
六
一
・
〇
％
、
五
三
・
八
％
、

四
三
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層
の「
不

公
平
だ
と
感
じ
て
い
る
」
割
合
が
低
く
な
っ

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
〇
歳
代
で
は
、

前
回
、
今
回
と
も
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
約

六
割
と
高
い
水
準
で
不
公
平

だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

年
々
厳
し
さ
を
増
す
職
場
環

境
の
下
で
、
定
年
に
近
い
現

役
世
代
が
、
過
去
の
良
い
条

件
を
享
受
し
て
定
年
退
職
し

て
い
く
団
塊
世
代
に
対
し
て
、

あ
る
種
の
「
勝
ち
逃
げ
」
と

い
っ
た
不
公
平
感
を
感
じ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
男

女
別
の
違
い
を
時
系
列
で
み

る
と
、
調
査
開
始
以
来
一
貫

し
て
、
女
性
の
方
が
「
不
公

平
だ
と
感
じ
て
い
る
」
割
合

が
五
～
八
ポ
イ
ン
ト
程
度
高

く
な
っ
て
い
る
（
図
表
10
）。

所
得
・
資
産
の
違
い
に
よ
る

不
公
平
感

「
所
得
の
違
い
」
に
つ
い

て
、「
不
公
平
だ
と
感
じ
て
い

る
」
割
合
は
六
九
・
三
％
。

時
系
列
で
み
て
も
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て
七
割
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。
時
系
列
で
年
齢
階
層
別
に
み
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
年
で
も
っ
と
も
「
所

得
の
違
い
」
に
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
割

合
が
高
い
の
は
、
団
塊
の
世
代
の
下
に
あ
た

る
年
齢
階
層
で
、
団
塊
の
世
代
と
と
も
に
そ

の
年
齢
階
層
も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
団
塊

の
世
代
が
六
〇
歳
前
半
と
な
っ
た
今
回
の
調

査
で
は
、
五
〇
歳
代
で
不
公
平
感
を
感
じ
て

い
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
る

（
図
表
11
）。

「
資
産
の
違
い
」
に
つ
い
て
、「
不
公
平
だ

と
感
じ
て
い
る
」
割
合
は
六
八
・
四
％
で
、

調
査
開
始
以
来
、
七
割
弱
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る
。
時
系
列
で
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
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「中」流意識 不公平感

図表９　階級意識・不公平感

図表10　年齢の違いによる不公平感

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 58.2 55.8 58.1 59.3 54.8 51.5 
男性 54.1 52.8 53.8 56.5 51.0 47.9 
女性 61.8 58.4 61.8 61.8 57.8 54.6 
20 － 29 歳 63.2 64.2 63.7 67.9 54.1 48.9 
30 － 39 歳 64.6 64.0 60.8 62.5 54.3 51.4 
40 － 49 歳 60.4 57.4 66.7 64.9 58.1 49.5 
50 － 59 歳 61.8 54.1 58.0 58.2 59.1 61.0 
60 － 69 歳 50.5 53.0 54.1 55.2 52.6 53.8 
70 歳以上 45.1 43.6 43.8 50.2 50.9 43.5 

図表11　所得の違いによる不公平感

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 70.3 65.4 68.6 69.8 72.8 69.3 
男性 67.8 64.5 67.5 69.4 70.5 66.6 
女性 72.5 66.2 69.6 70.2 74.7 71.6 
20 － 29 歳 70.6 65.0 66.3 69.4 73.5 65.4 
30 － 39 歳 76.1 77.6 72.1 71.7 73.3 74.4 
40 － 49 歳 73.2 68.6 76.3 75.4 78.8 70.5 
50 － 59 歳 71.0 65.7 70.7 72.2 77.1 76.3 
60 － 69 歳 67.1 62.4 66.8 69.3 70.2 67.7 
70 歳以上 60.2 52.5 54.0 59.0 65.7 61.2 

（％）

（％）

（％）
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「
所
得
の
違
い
」と
同
様
に「
資
産
の
違
い
」

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
年
で
も
っ

と
も
不
公
平
感
の
割
合
が
高
い
の
は
、
団
塊

の
世
代
の
下
に
あ
た
る
年
齢
階
層
で
、
団
塊

の
世
代
と
と
も
に
そ
の
年
齢
階
層
も
持
ち
上

が
っ
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
が
六
〇
歳
前
半

と
な
っ
た
今
回
の
調
査
で
は
、
五
〇
歳
代
で

不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
も
っ
と
も

高
い
（
図
表
12
）。

日
本
が
目
指
す
べ
き
社
会

こ
れ
か
ら
の
日
本
が
目
指
す
べ
き
社
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
貧
富
の

差
の
少
な
い
平
等
社
会
」
を
選
ぶ
割
合
が
三

八
・
六
％
で
、「
意
欲
や
能
力
に
応
じ
自
由
に

競
争
で
き
る
社
会
」
の
三
四
・
一
％
を
上
回

っ
た
。
調
査
開
始
以
来
の
推
移
を
み
る
と
、

二
〇
〇
四
年
ま
で
は
「
意
欲
や
能
力
に
応
じ

自
由
に
競
争
で
き
る
社
会
」
を
選
択
す
る
割

合
が
「
貧
富
の
差
の
少
な
い
平
等
社
会
」
を

一
〇
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上
回
っ
て
い
た
が
、
前

回
調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
で
一
〇
ポ
イ
ン
ト

以
上
の
差
で
逆
転
し
、
今
回
調
査
で
は
順
位

は
そ
の
ま
ま
で
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
（
図
表

13
）。「貧

富
の
差
の
少
な
い
平
等
社
会
」
を
支

持
す
る
割
合
を
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二

〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
の
若
年
・

壮
年
の
支
持
率
は
三
割
台
（
そ
れ
ぞ
れ
、
三

一
・
九
％
、
三
五
・
〇
％
、
三
四
・
六
％
）

で
、
中
高
年
・
高
齢
者
の
五
〇
歳
代
、
六
〇

歳
代
、七
〇
歳
以
上
の
支
持
率
は
四
割
台（
そ

れ
ぞ
れ
、
四
三
・
一
％
、
四
一
・
一
％
、
四

一
・
二
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
階
層
に

よ
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。
時
系
列
で
み
て
も
、

水
準
の
変
動
は
あ
る
が
、
若
年
・
壮
年
層
と

中
高
年
・
高
齢
者
に
違
い
が
み
ら
れ
る
傾
向

に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
を
、
男
女
別
で
み

る
と
、
男
性
で
「
平
等
社
会
」
を
支
持
す
る

人
は
三
四
・
七
％
で
、
女
性
で
は
四
一
・
八

％
と
な
っ
て
お
り
、
性
別
に
よ
る
考
え
方
の

違
い
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
意
欲
や
能
力
に
応
じ
自
由
に
競
争
で
き

る
社
会
」
を
支
持
す
る
割
合
を
年
齢
階
層
別

に
み
る
と
、
ほ
ぼ
年
齢
階
層
が
若
い
ほ
ど
、

支
持
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
歳
代

で
は
四
八
・
九
％
と
半
数
近
く
が
支
持
し
て

い
る
。
時
系
列
的
に
み
て
も
、
お
お
む
ね
こ

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
男
女
の
支
持
率
の

違
い
が
大
き
く
、
男
性
で
「
競
争
社
会
」
を

支
持
す
る
の
は
四
一
・
七
％
と
高
い
水
準
で
、

女
性
の
支
持
割
合
の
二
七
・
七
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

仕
事
に
関
す
る
意
識

仕
事
満
足
度

待
遇
や
能
力
発
揮
、
責
任
権
限
な
ど
の
項

目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
満
足
度
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
満
足
し
て
い
る
割
合
（「
満
足
し
て

い
る
」「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」
の
合
計
、
以

下
同
じ
）
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
「
自
分
の

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
」こ
と
の
六
九
・

三
％
で
、
次
い
で
「
責
任
を
任
さ
れ
て
い
る

範
囲
が
広
い
」（
六
三
・
七
％
）、「
仕
事
に
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」（
五
四
・
二
％
）、

「
努
力
に
見
合
っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
る
」（
五

三
・
六
％
）
の
順
。「
自
分
の
能
力
が
十
分

に
発
揮
で
き
る
」
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
四
年

以
降
、
上
昇
傾
向
を
示
し
、
今
回
調
査
で
は

七
割
に
迫
っ
て
い
る
。
一
方
、「
努
力
に
見
合

っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
る
」
や
「
仕
事
に
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」
は
、
五
割
前
後
で

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
（
図
表
14
）。

「
自
分
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
」

こ
と
に
満
足
し
て
い
る
人
を
年
齢
階
層
別
に

み
る
と
、
前
回
調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
ま
で

は
、
ほ
ぼ
年
齢
階
層
が
上
が
る
に
従
っ
て
満

足
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
調

査
で
は
、
二
〇
歳
代
の
伸
び
が
大
き
く
、
調

査
開
始
以
来
、
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
六

〇
歳
以
上
の
層
と
同
じ
七
割
台
を
示
し
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
だ
。「
責
任
を
任
さ
れ

て
い
る
範
囲
が
広
い
」
こ
と
に
満
足
し
て
い

る
人
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
、
前

回
調
査
ま
で
、
年
齢
階
層
が
上
が
る
に
従
っ

て
、
満
足
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
た
が
、

今
回
調
査
で
、
二
〇
歳
代
の
伸
び
が
大
き
く
、

六
〇
歳
以
上
の
高
齢
層
と
同
じ
レ
ベ
ル
を
示

し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。「
仕
事
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇

〇
四
年
調
査
ま
で
、
年
齢
階
層
に
よ
る
違
い

が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
前
回
調
査

で
、
若
年
・
壮
年
層
の
満
足
の
割
合
が
中
高

年
・
高
齢
者
層
に
比
べ
て
、
若
干
高
く
な
っ

て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
、
二
〇
歳
代
の
満

足
の
割
合
が
他
の
年
齢
階
層
を
一
〇
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
引
き
離
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。「
努

力
に
見
合
っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
る
」
に
つ
い

て
は
、
六
〇
歳
代
、
七
〇
歳
以
上
で
、
満
足

の
割
合
が
高
く
、
そ
の
他
の
若
年
や
中
高
年

で
は
、
満
足
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、

こ
の
傾
向
は
、
時
系
列
的
に
見
て
も
、
ほ
ぼ

同
様
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

図表12　資産の違いによる不公平感

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 68.5 64.6 66.8 68.0 69.8 68.4 
男性 67.1 63.8 66.4 68.0 67.6 67.1 
女性 69.7 65.2 67.2 68.1 71.5 69.5 
20 － 29 歳 69.8 60.2 63.7 67.9 72.4 63.8 
30 － 39 歳 75.2 76.4 71.0 70.4 68.7 68.3 
40 － 49 歳 71.7 69.1 73.8 75.2 76.1 72.7 
50 － 59 歳 67.8 66.8 67.9 70.3 69.3 76.5 
60 － 69 歳 65.7 59.4 65.1 66.5 69.4 66.3 
70 歳以上 57.2 54.9 55.1 56.3 65.0 61.2 

32.5
31.0

29.0
30.6

43.2

38.6

40.9
40.1 40.9

42.3

31.1

34.1

23.1
25.6

26.5

23.6 23.4

26.0

20.0

30.0

40.0

50.0

1999年 2000年 2001年 2004年 2007年 2011年

貧富の差の少ない平等社会 意欲や能力に応じ自由に競争できる社会 どちらでもない

図表13　目指すべき社会
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職
業
能
力
に
関
す
る
意
識

自
分
の
職
業
能
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
意

識
を
み
て
み
よ
う
。「
現
在
の
職
業
能
力
に

自
信
が
あ
る
」か
ど
う
か
で
は
、「
自
信
あ
り
」

の
割
合
（「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
五
九
・
七
％
と

過
半
数
を
占
め
、「
自
信
な
し
」（「
そ
う
思
わ

な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な

い
」
の
合
計
）
の
三
四
・
七
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
男
女
で
大
き
な
差

が
あ
り
、「
自
信
あ
り
」
は
そ
れ
ぞ
れ
七
三
・

九
％
、
四
七
・
八
％
。
男
性
の
な
か
で
も
、

年
齢
階
層
で
の
違
い
が
小
さ
く
な
く
、
五
〇

歳
代
の
八
四
・
二
％
を
ト
ッ
プ
に
、
四
〇
歳

代
（
八
一
・
五
％
）、
三
〇
歳
代
（
七
七
・

六
％
）、
六
〇
歳
代
（
七
五
・
四
％
）、
二
〇

歳
代
（
五
二
・
九
％
）
な
ど
と
続
き
、
職
業

能
力
に
対
す
る
自
信
は
、
現
役
世
代
で
年
齢

階
層
と
比
例
し
て
い
る
。

職
業
能
力
で
も
さ
ら
に
、「
同
じ
仕
事
で
あ

れ
ば
、
勤
務
先
を
変
え
て
も
通
用
す
る
職
業

能
力
を
持
っ
て
い
る
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て

も
聞
い
て
い
る
。「
他
で
も
通
用
す
る
職
業

能
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
す
る
割
合
（「
そ

う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」

の
合
計
）
は
六
三
・
六
％
で
、「
他
で
も
通
用

す
る
職
業
能
力
は
持
っ
て
い
な
い
」割
合（
二

九
・
五
％
、「
そ
う
思
わ
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の
合
計
）
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
男
女
の
差
が
大

き
く
、「
他
で
も
通
用
す
る
職
業
能
力
を
持
っ

て
い
る
」
割
合
は
男
性
が
七
〇
・
九
％
な
の

に
対
し
て
、
女
性
は
五
七
・
六
％
と
な
っ
て

い
る
。
性
・
年
齢
階
層
別
に
細
か
く
み
る
と
、

男
性
の
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代

で
七
割
を
超
え
て
お
り
、
働
き
盛
り
の
男
性

で
、
自
分
の
職
業
能
力
が
他
の
会
社
で
も
通

用
す
る
と
強
い
自
信
を
持
つ
人
の
割
合
が
高

い
様
子
が
わ
か
る
。

多
様
な
仕
事
経
験
の
有
効
性

「
職
業
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
同
じ

仕
事
だ
け
を
続
け
る
よ
り
も
、
多
様
な
仕
事

経
験
を
積
ん
だ
方
が
よ
い
」
か
ど
う
か
で
は
、

「
多
様
な
仕
事
経
験
を
積
ん
だ
方
が
よ
い
と

思
う
」
割
合
（「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
が
五
七
・
八

％
で
、「
多
様
な
仕
事
経
験
を
積
ん
だ
方
が
よ

い
と
は
思
わ
な
い
」
割
合
（
三
五
・
六
％
、「
そ

う
思
わ
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

わ
な
い
」
の
合
計
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
年

齢
階
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
歳
代
の
六
七
・

〇
％
を
筆
頭
に
、
三
〇
歳
代
（
六
四
・
四
％
）、

四
〇
歳
代
（
六
四
・
一
％
）、
五
〇
歳
代
（
五

四
・
〇
％
）
な
ど
と
続
き
、
大
き
な
違
い
で

は
な
い
が
、
若
年
者
ほ
ど
多
様
な
仕
事
経
験

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
男
女
別

で
は
、「
多
様
な
仕
事
経
験
を
積
ん
だ
方
が
よ

い
と
思
う
」
男
性
（
六
二
・
八
％
）
が
女
性

（
五
三
・
六
％
）
を
一
〇
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上

回
っ
て
い
る
。

複
数
企
業
経
験
の
有
効
性

「
職
業
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
一
つ

の
会
社
で
働
き
続
け
る
よ
り
、
複
数
の
会
社

を
経
験
し
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
は
、「
複
数
の
会
社
を
経
験
し
た
方
が

よ
い
と
思
う
」
割
合
（「
そ
う
思
う
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
と
「
複

数
の
会
社
を
経
験
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
な

い
」
割
合
（「
そ
う
思
わ
な
い
」「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の
合
計
）
が
ど

ち
ら
も
四
六
・
〇
％
と
ま
っ
た
く
拮
抗
し
て

い
る
。
肯
定
派
（「
複
数
の
会
社
を
経
験
し

た
方
が
よ
い
と
思
う
」）
を
性
・
年
齢
階
層

別
で
並
べ
て
み
て
も
、
三
〇
歳
代
女
性
の
五

四
・
八
％
か
ら
、
男
性
三
〇
歳
代
（
五
四
・

五
％
）、
女
性
四
〇
歳
代
（
五
四
・
〇
％
）、

男
性
二
〇
歳
代
（
五
四
・
〇
％
）、
男
性
四

〇
歳
代
（
五
三
・
八
％
）、男
性
五
〇
歳
代
（
五

三
・
三
％
）、女
性
二
〇
歳
代
（
五
一
・
五
％
）

な
ど
の
順
と
な
り
、
男
女
別
、
年
齢
階
層
別

に
よ
る
顕
著
な
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
。
職
業

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、「
多
様
な
仕
事
経

験
」
を
支
持
す
る
人
は
多
い
が
、「
複
数
企
業

で
の
仕
事
経
験
」
と
な
る
と
賛
否
が
拮
抗
し

て
お
り
、
同
じ
会
社
で
の
長
期
勤
続
を
好
ま

し
い
と
考
え
る
「
日
本
型
雇
用
」
志
向
は
崩

れ
て
い
な
い
と
言
え
そ
う
だ
。

失
業
に
つ
い
て
の
意
識

失
業
と
仕
事
の
や
り
が
い
や
賃
金
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
。
失
業
と
仕
事

の
や
り
が
い
や
賃
金
な
ど
を
比
べ
た
価
値
観

に
つ
い
て
、「
失
業
を
避
け
る
た
め
な
ら
、
賃

金
が
さ
が
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
「
賃
金

や
や
り
が
い
に
不
満
が
あ
る
な
ら
、
失
業
し

て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
の
二
通
り
の
考
え

方
へ
の
支
持
を
問
う
聞
き
方
を
し
て
い
る
。

「
失
業
を
避
け
る
た
め
な
ら
、
賃
金
が
さ
が

っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」と「
思
う
」割
合（「
そ

う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」

60.6 59.9 59.9
59.0

65.8

69.3

61.3
62.4

60.3
59.3 64.0 63.7

49.8 48.7
50.8

51.3
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50.1
51.6 52.1

50.5
51.5

53.6

40.0

50.0

60.0

70.0

1999年 2000年 2001年 2004年 2007年 2011年

自分の能力が十分に発揮できる 責任を任されている範囲が広い

仕事に新しいチャレンジがある 努力に見合った待遇が得られる

図表14　仕事満足度
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失業を避けるためなら、賃金がさがってもかまわない 賃金ややりがいに不満があるなら、失業してもやむを得ない

図表15　失業と賃金・やりがいに関する意識

（％）

（％）
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の
合
計
、以
下
同
じ
）
は
四
二
・
八
％
で
、「
思

わ
な
い
」
割
合
（「
そ
う
思
わ
な
い
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の
合
計
、

以
下
同
じ
）
三
一
・
七
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

一
方
、「
賃
金
や
や
り
が
い
に
不
満
が
あ
る
な

ら
、
失
業
し
て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
「
思

う
」
割
合
は
三
一
・
三
％
で
、「
思
わ
な
い
」

割
合
が
四
二
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
裏
表

で
符
合
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。「
失
業
」

が
勤
労
者
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
賃
金

や
や
り
が
い
を
犠
牲
に
し
て
も
「
失
業
」
状

態
に
は
陥
り
た
く
な
い
と
考
え
る
人
の
割
合

が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
た

だ
、
賃
金
や
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
が
下
が

る
の
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
（
そ
れ
な
ら
ば
失

業
し
て
も
よ
い
）
と
す
る
割
合
も
約
三
割
と

低
く
な
い
（
図
表
15
）。
こ
こ
の
と
こ
ろ
賃

金
水
準
の
下
落
が
続
き
、
職
場
の
余
裕
も
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
耐
え
ら
れ
な
い
段
階

に
き
て
い
る
勤
労
者
が
一
定
程
度
出
は
じ
め

て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。「

失
業
を
避
け
る
た
め
な
ら
、
賃
金
が
さ

が
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
に
つ
い
て
、
性
年

齢
階
層
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
に
、
二
〇

～
三
〇
歳
代
で
「
賃
金
が
さ
が
っ
て
も
か
ま

わ
な
い
」
と
「
思
わ
な
い
」
割
合
が
「
思
う
」

割
合
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
四
〇
歳
以

上
の
年
齢
階
層
で
は
、「
さ
が
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
」
と
「
思
う
」
割
合
が
「
思
わ
な
い
」

と
す
る
割
合
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
中

高
年
以
降
で
よ
り
仕
事
に
と
ど
ま
り
た
い
と

す
る
意
識
が
強
い
よ
う
だ
。
な
か
で
も
、
男

性
四
〇
歳
代
と
男
性
五
〇
歳
代
で
六
割
弱

（
そ
れ
ぞ
れ
五
七
・
八
％
、
五
六
・
〇
％
）

が
雇
用
の
た
め
な
ら
「
賃
金
が
さ
が
っ
て
も

か
ま
わ
な
い
」
と
考
え
て
お
り
、
他
の
性
年

齢
階
層
と
比
べ
、
失
業
を
避
け
た
い
と
す
る

割
合
が
高
い
の
が
目
立
つ
。
従
業
上
の
地
位

で
は
、
正
規
・
非
正
規
の
差
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
。
時
系
列
で
み
る
と
、「
失
業
を
避
け

る
た
め
な
ら
、
賃
金
が
さ
が
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
」
と
「
思
う
」
割
合
は
、
調
査
開
始
か

ら
前
々
回
調
査
（
二
〇
〇
四
年
）
ま
で
約
四

割
で
推
移
し
て
い
た
が
、
前
回
調
査
（
二
〇

〇
七
年
）
で
五
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
下
落
し
、
今

回
調
査
で
元
の
水
準
の
約
四
割
に
戻
っ
て
い

る
。
今
回
調
査
で
は
、「
失
業
を
避
け
る
た
め

な
ら
、
賃
金
が
さ
が
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」

と
は
「
思
わ
な
い
」
割
合
が
高
い
二
〇
歳
代
、

三
〇
歳
代
も
含
め
て
、
い
ず
れ
の
年
齢
階
層

で
も
失
業
回
避
優
先
の
割
合
が
前
回
調
査
よ

り
も
上
昇
し
て
い
る
。

一
方
、「
賃
金
や
や
り
が
い
に
不
満
が
あ
る

な
ら
、
失
業
し
て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
、
性
年
齢
階
層
別
に
み

る
と
、
男
性
二
〇
歳
代
の
み
「
不
満
が
あ
る

な
ら
、失
業
し
て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
「
思

う
」
割
合
が
「
思
わ
な
い
」
割
合
を
上
回
っ

て
い
る
。
前
述
の
「
失
業
を
避
け
る
た
め
な

ら
、
賃
金
が
さ
が
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と

す
る
考
え
方
に
対
す
る
意
識
と
表
裏
で
符
合

し
て
お
り
、
労
働
条
件
重
視
の
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
四
〇
歳
代
以
上
の
男
女
で

は
と
も
に
、「
失
業
し
て
も
や
む
を
得
な
い
」

と
は
「
思
わ
な
い
」
割
合
が
「
思
う
」
割
合

を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
前
述
の
「
失
業

を
避
け
る
た
め
な
ら
、
賃
金
が
さ
が
っ
て
も

か
ま
わ
な
い
」
と
す
る
考
え
方
に
対
す
る
意

識
と
符
合
し
て
お
り
、
雇
用
重
視
の
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
男
性
三
〇
歳
代
、

女
性
二
〇
～
三
〇
歳
代
で
は
、「
失
業
を
避
け

る
た
め
な
ら
、
賃
金
が
さ
が
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
」
と
は
思
わ
な
い
割
合
が
高
く
、「
賃
金

や
や
り
が
い
に
不
満
が
あ
る
な
ら
、
失
業
し

て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
も
思
わ
な
い
と
す

る
割
合
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と

矛
盾
す
る
よ
う
な
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
階
層
は
、
雇
用
に
重
き
を
お
き
な
が
ら
も
、

賃
金
が
下
が
る
の
は
か
な
わ
な
い
と
し
て
、

労
働
条
件
に
も
一
定
の
重
き
を
お
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
従
業
上
の
地
位
で
は
、
正

規
よ
り
も
非
正
規
で
「
賃
金
や
や
り
が
い
に

不
満
が
あ
る
な
ら
、
失
業
し
て
も
や
む
を
得

な
い
」
と
思
う
割
合
が
若
干
高
く
出
て
い
る
。

時
系
列
で
み
る
と
、「
不
満
が
あ
る
な
ら
、
失

業
し
て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
「
思
う
」
割

合
は
、
調
査
開
始
か
ら
前
々
回
調
査
（
二
〇

〇
四
年
）
ま
で
三
割
半
ば
で
推
移
し
、
前
回

調
査
（
二
〇
〇
七
年
）
で
若
干
ア
ッ
プ
し
た

も
の
の
、
今
回
調
査
で
調
査
開
始
以
来
の
最

低
水
準
（
三
一
・
三
％
）
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。

生
活
に
関
す
る
意
識

生
活
満
足
度

現
在
の
生
活
全
体
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

満
足
し
て
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
満
足

派
」（「
満
足
し
て
い
る
」「
ま
あ
満
足
し
て
い

る
」
の
合
計
）
だ
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が

七
〇
・
九
％
と
高
く
、「
不
満
派
」（
二
五
・
三

％
、「
不
満
だ
」「
や
や
不
満
だ
」
の
合
計
）
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、

リ
タ
イ
ヤ
組
（「
六
〇
歳
～
六
九
歳
」「
七
〇

歳
以
上
」）
で
「
満
足
派
」
の
割
合
が
他
の

階
層
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
。「
満

足
派
」
の
割
合
を
時
系
列
で
追
っ
て
み
る
と
、

図表16　生活満足度

1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年
全体 66.9 68.2 65.2 65.6 67.3 70.9 
男性 64.1 64.6 62.3 62.9 64.2 67.9 
女性 69.3 71.2 67.6 68.0 69.7 73.4 
20 － 29 歳 64.5 65.2 58.4 60.1 65.3 70.7 
30 － 39 歳 60.1 64.0 63.9 59.3 67.5 64.4 
40 － 49 歳 63.3 63.7 61.3 59.9 61.0 70.2 
50 － 59 歳 67.6 65.4 64.3 64.3 64.2 68.4 
60 － 69 歳 70.3 70.4 69.1 70.8 70.6 73.4 
70 歳以上 78.9 82.4 74.0 77.7 72.7 76.5 

52.6 52.1

55.4
53.6 54.3

55.7

73.9
75.2

76.9 77.9
79.8 80.678.5 80.0 79.4 78.7

82.3 81.7

29.4
31.7

33.1 33.2
35.9 36.3

56.9 56.9
59.0

56.9

60.0
61.4

74.2
76.0

75.6 75.6
78.1

79.5

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

1999年 2000年 2001年 2004年 2007年 2011年

日頃、従事して

いる仕事

従事している仕

事（有職者のみ）

家庭生活

社会活動

趣味・レジャー

生活全体

図表17　生活に関する充実感

（％）

（％）
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調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て
、
リ
タ
イ
ヤ
組
の

「
満
足
派
」
割
合
が
高
い
一
方
、
働
き
盛
り

の
三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
で
、「
満
足
派
」
の

割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
男
女
別
で
み
る

と
、調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て
、女
性
の
「
満

足
派
」
割
合
が
男
性
よ
り
五
～
六
ポ
イ
ン
ト

高
く
、
今
回
調
査
で
は
、
女
性
が
七
三
・
四

％
、男
性
が
六
七
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
16
）。

生
活
に
関
す
る
充
実
感

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
関
す
る
充
実

感
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、「
仕
事
」
や

「
家
庭
」
は
八
割
を
超
え
る
大
多
数
が
、「
自

由
時
間
」
で
は
六
割
が
「
充
実
し
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
る
一
方
、
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
な
ど
の
「
社
会
活
動
」
に
つ
い
て
は
充

実
感
を
感
じ
て
い
る
人
は
半
数
に
達
せ
ず
、

と
く
に
二
〇
歳
代
～
五
〇
歳
代
の
現
役
世
代

で
は
充
実
感
を
感
じ
て
い
な
い
人
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

時
系
列
で
「
充
実
し
て
い
る
」
割
合
を
み

る
と
、「
日
頃
、
従
事
し
て
い
る
仕
事
」
は
調

査
開
始
以
来
、
五
割
強
の
水
準
で
推
移
。
わ

ず
か
に
上
昇
傾
向
を
示
し
、
今
回
調
査
で
五

五
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。「
家
庭
生
活
」
は
、

調
査
開
始
か
ら
八
割
前
後
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る
。「
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
活

動
」
は
、
一
貫
し
て
緩
や
か
に
上
昇
し
て
お

り
、
と
く
に
、
二
〇
歳
代
の
若
者
層
と
六
〇

歳
代
、
七
〇
歳
以
上
の
リ
タ
イ
ヤ
組
で
、
調

査
開
始
の
九
九
年
か
ら
今
回
調
査
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
七
・
九
ポ
イ
ン
ト
、
七
・
九
ポ
イ
ン

ト
、
一
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
の

が
目
立
つ
。「
自
由
時
間
」
は
、
調
査
開
始

か
ら
今
回
調
査
ま
で
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
も

の
の
一
貫
し
て
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

「
生
活
全
体
」
つ
い
て
は
、
調
査
開
始
か
ら

今
回
調
査
ま
で
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の

一
貫
し
て
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
と
く

に
、
二
〇
歳
代
の
若
者
と
六
〇
歳
代
の
リ
タ

イ
ヤ
組
で
、
調
査
開
始
か
ら
今
回
調
査
で
、

そ
れ
ぞ
れ
七
・
六
、
八
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
（
図
表
17
）。

生
活
で
何
を
重
視
す
る
か

仕
事
、
収
入
、
学
歴
、
家
族
、
社
会
活
動
、

余
暇
、
財
産
に
つ
い
て
、
生
活
の
中
で
ど
の

程
度
重
視
す
る
か
も
聞
い
て
い
る
（
そ
れ
ぞ

れ
「
社
会
的
評
価
の
高
い
職
業
に
就
く
こ

と
」「
高
い
収
入
を
得
る
こ
と
」「
高
い
学
歴
を

得
る
こ
と
」「
家
族
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
る

こ
と
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町
内
会
活
動

な
ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
」「
趣

味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
で
中
心
的

役
割
を
担
う
こ
と
」「
多
く
の
財
産
を
所
有
す

る
こ
と
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
重
要
度
を

聞
い
て
い
る
）。

各
項
目
で
も
っ
と
も
重
視
す
る
人
の
割
合

（「
重
要
で
あ
る
」「
や
や
重
要
で
あ
る
」
の

合
計
、
以
下
同
じ
）
が
高
か
っ
た
の
は
、「
家

族
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
る
こ
と
」で
八
九
・

六
％
。
次
い
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町

内
会
活
動
な
ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る

こ
と
」
が
六
五
・
三
％
、「
高
い
収
入
を
得
る

こ
と
」
が
六
一
・
七
％
と
続
き
、
そ
の
ほ
か

「
多
く
の
財
産
を

所
有
す
る
こ
と
」

（
三
七
・
七
％
）、

「
趣
味
や
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
の
サ
ー
ク

ル
で
中
心
的
役
割

を
担
う
こ
と
」（
三

七
・
六
％
）、「
社

会
的
評
価
の
高
い

職
業
に
就
く
こ

と
」（
三
六
・
一
％
）、

「
高
い
学
歴
を
得

る
こ
と
」（
三
四
・

二
％
）
の
順
と
な

っ
て
い
る
（
図
表

18
）。もっ

と
も
重
視

す
る
人
の
割
合
が

高
か
っ
た
「
家
族

の
信
頼
と
尊
敬
を

得
る
こ
と
」（
八

九
・
六
％
）
は
、

調
査
を
始
め
て
か

ら
一
貫
し
て
約
九

割
の
水
準
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
年
齢
階

層
別
に
み
て
も
、
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、

細
か
く
み
る
と
三
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代
で

重
視
す
る
割
合
が
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町
内
会
活
動
な

ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
」
を
重

視
す
る
割
合
（
六
五
・
三
％
）
は
、
調
査
を

始
め
て
か
ら
も
っ
と
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。

時
系
列
に
年
齢
階
層
別
で
み
る
と
、
四
〇
歳

代
、
五
〇
歳
代
で
「
社
会
活
動
」
を
重
視
す

る
割
合
が
高
い
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

「
高
い
収
入
を
得
る
こ
と
」
を
重
視
す
る

人
の
割
合
（
六
一
・
七
％
）
は
、
調
査
を
は

じ
め
て
か
ら
水
準
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ

な
い
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
年
齢
階
層

が
若
く
な
る
ほ
ど
重
視
す
る
割
合
が
高
く
、

二
〇
歳
代
で
は
七
六
・
一
％
、
三
〇
歳
代
は

七
二
・
二
％
、
六
〇
歳
代
は
五
三
・
〇
％
、

七
〇
歳
以
上
は
五
一
・
五
％
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
時
系
列
的
に
み
て
も
、
お
お
む
ね
こ

の
傾
向
は
同
じ
で
あ
る
。

「
多
く
の
財
産
を
所
有
す
る
こ
と
」
を
重

視
す
る
割
合
（
三
七
・
七
％
）
は
、
年
齢
階

層
別
に
み
る
と
、
お
お
む
ね
若
い
ほ
ど
重
視

す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
歳
代

で
は
五
四
・
三
％
、
三
〇
歳
代
で
は
四
五
・

〇
％
、
四
〇
歳
代
は
三
九
・
三
％
、
五
〇
歳

代
は
三
六
・
二
％
、
六
〇
歳
代
で
三
〇
・
七

％
、
七
〇
歳
以
上
で
三
二
・
二
％
と
な
っ
て

い
る
。
時
系
列
的
に
み
て
も
、
こ
の
傾
向
は

変
わ
ら
な
い
。

「
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
で

中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
」
を
重
視
す
る
割

合
（
三
七
・
六
％
）
は
、
調
査
を
始
め
て
か

ら
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
時
系

列
で
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、前
回
調
査（
二

〇
〇
七
年
）
ま
で
は
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳

代
の
若
年
層
で
、他
の
階
層
に
比
べ「
趣
味
」
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図表18　生活で重視するもの
（％）
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を
重
視
す
る
割
合
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た

が
、
今
回
調
査
で
は
、
年
齢
階
層
に
よ
る
違

い
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

「
社
会
的
評
価
の
高
い
職
業
に
就
く
こ

と
」
を
重
視
す
る
割
合
（
三
六
・
一
％
）
は
、

調
査
を
始
め
て
か
ら
も
っ
と
も
高
い
割
合
を

示
し
て
い
る
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
七

〇
歳
以
上
で
重
視
す
る
割
合
が
高
い
の
を
除

い
て
は
、
年
齢
階
層
が
低
い
ほ
ど
「
社
会
的

評
価
の
高
い
職
業
に
就
く
こ
と
」
を
重
視
す

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
時
系
列
的
に

み
て
も
、
二
〇
歳
代
、
三
〇
歳
代
で
「
社
会

的
評
価
の
高
い
職
業
に
就
く
こ
と
」
を
重
視

す
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

「
高
い
学
歴
を
得
る
こ
と
」
を
重
視
す
る

割
合
（
三
四
・
二
％
）
は
、
調
査
を
始
め
て

か
ら
徐
々
に
上
昇
し
て
お
り
、
今
回
調
査
ま

で
一
二
年
間
で
七
・
一
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
る
。
時
系
列
で
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、

調
査
開
始
以
来
、
大
ま
か
に
い
っ
て
若
い
ほ

ど
「
学
歴
」
を
重
視
し
て
い
な
い
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

関
す
る
意
識

生
活
時
間
の
配
分

自
分
の
時
間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
項
目
に
わ
け
て
、
そ
の
時
間
を
増

や
し
た
い
か
、
減
ら
し
た
い
か
の
希
望
を
聞

い
て
い
る
。
い
ず
れ
の
項
目
で
も
「
今
の
ま

ま
で
よ
い
」
と
す
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
い

も
の
の
、「
家
庭
生
活
に
費
や
す
時
間
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
町
内
会
活
動
な
ど
社
会
活
動
に

参
加
す
る
時
間
」「
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

自
由
時
間
活
動
に
費
や
す
時
間
」「
自
己
啓
発

の
た
め
の
学
習
活
動
に
費
や
す
時
間
」
は
、

「
増
加
希
望
」
割
合
（「
増
や
し
た
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
増
や
し
た
い
」
の
合
計
、

以
下
同
じ
）
が
「
削
減
希
望
」
割
合
（「
減

ら
し
た
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
減
ら
し
た

い
」
の
合
計
、
以
下
同
じ
）
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
逆
に
「
仕
事
の
時
間
（
家
事
労

働
除
く
）」
で
は
削
減
希
望
派
の
割
合
が
増

加
希
望
派
を
上
回
っ
て
い
る
（
図
表
19
）。

と
く
に
、「
家
庭
生
活
」「
自
由
時
間
」「
学
習

時
間
」
の
「
増
加
希
望
」
割
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
三
七
・
一
％
、
四
七
・
七
％
、
四
四
・
三

％
と
四
割
台
を
占
め
、「
削
減
希
望
」割
合（
そ

れ
ぞ
れ
、
四
・
一
％
、
一
・
二
％
、
二
・
六

％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

ま
た
、「
社
会
活
動
時
間
」
の
「
増
加
希
望
」

は
一
八
・
九
％
と
二
割
に
満
た
な
い
が
、「
削

減
希
望
」（
七
・
二
％
）
の
倍
以
上
と
な
っ
て

い
る
。

仕
事
を
も
っ
て
い
る
人
（
有
職
者
）
だ
け

を
抜
き
出
し
て
「
家
庭
生
活
」
に
つ
い
て
み

る
と
、「
増
加
希
望
」
が
五
〇
・
八
％
と
過
半

数
に
達
し
て
「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」（
四
六
・

三
％
）
を
超
え
、逆
に
「
削
減
希
望
」
は
二
・

六
％
と
さ
ら
に
低
く
な
っ
て
、
増
加
希
望
優

勢
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、「
仕
事
の
時
間
」で
は
、「
削
減
希
望
」

が
一
七
・
六
％
と
「
増
加
希
望
」
の
一
三
・

一
％
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、

有
職
者
に
限
定
し
て
み
る
と
、「
削
減
希
望
」

が
二
六
・
七
％
に
高
ま
り
、「
増
加
希
望
」
は

一
二
・
五
％
へ
と
下
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

こ
の
傾
向
が
は
っ
き
り
と
す
る
。

性
年
齢
階
層
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
み

て
み
よ
う
。「
家
庭
生
活
」（
有
職
者
の
み
）

に
つ
い
て
は
、男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も「
増

加
希
望
」
が
多
く
（
そ
れ
ぞ
れ
五
五
・
一
％
、

四
四
・
七
％
）、
と
く
に
若
い
二
〇
歳
代
を

除
く
現
役
世
代
（
三
〇
～
五
〇
歳
代
）
の
男

性
で
「
家
庭
生
活
」
の
時
間
を
増
加
さ
せ
た

い
と
希
望
し
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
六
七
・
四

％
、
六
七
・
九
％
、
六
〇
・
二
％
）。
こ
れ
は
、

ち
ょ
う
ど
、
仕
事
に
脂
が
の
っ
て
く
る
時
期

で
も
あ
り
、
普
段
、
家
庭
を
顧
み
る
時
間
が

あ
ま
り
な
い
こ
と
の
裏
返
し
と
も
と
れ
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

「
自
由
時
間
」
で
も
、
全
体
で
は
男
性
の

増
加
希
望
割
合
（
五
二
・
六
％
）
の
方
が
女

性
（
四
三
・
七
％
）
よ
り
高
く
、
性
年
齢
階

層
別
に
細
か
く
み
る
と
、
男
性
は
三
〇
歳
代
、

四
〇
歳
代
で
増
加
希
望
が
多
く
、
女
性
で
は

年
齢
階
層
が
若
い
ほ
ど
「
増
加
希
望
」
割
合

が
高
ま
っ
て
い
る
。「
学
習
時
間
」
に
つ
い

て
は
、
男
女
、
性
年
齢
階
層
別
で
も
あ
ま
り

大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。「
社
会
活
動

時
間
」
は
、
性
年
齢
階
層
別
で
細
か
く
見
て

も
お
し
な
べ
て
男
性
の
方
が
「
増
加
希
望
」

の
割
合
が
高
く
、
と
く
に
男
性
三
〇
歳
代
で

三
一
・
〇
％
と
三
割
を
超
え
て
い
る
。「
仕

事
の
時
間
」（
有
職
者
の
み
）
に
つ
い
て
は
、

男
性
七
〇
歳
以
上
を
除
き
、
す
べ
て
の
性
年

齢
階
層
で
「
削
減
希
望
」
が
「
増
加
希
望
」

を
上
回
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
男
性
三
〇
歳

代
、
四
〇
歳
代
の
「
削
減
希
望
」（
そ
れ
ぞ
れ

四
五
・
七
％
、
三
六
・
四
％
）
が
他
に
比
べ

て
際
だ
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

37.1

18.9
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図表19　生活時間の配分に関する意識　n=2264
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図表20　家庭と仕事に関する意識　n=2264
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男
女
の
役
割
分
担

仕
事
と
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
つ
い

て
、
男
女
の
望
ま
し
い
と
思
う
生
き
方
を
、

「
家
事
・
育
児
・
介
護
は
し
な
い
で
、
仕
事

に
専
念
す
る
」「
家
事
・
育
児
・
介
護
も
す
る

が
、あ
く
ま
で
も
仕
事
を
優
先
す
る
」「
家
事
・

育
児
・
介
護
も
仕
事
も
同
じ
く
ら
い
に
す

る
」「
仕
事
も
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
家
事
・

育
児
・
介
護
を
優
先
す
る
」「
仕
事
は
し
な
い

で
、
家
事
・
育
児
・
介
護
に
専
念
す
る
」
の

五
段
階
で
聞
い
て
い
る
。
男
性
の
生
き
方
に

つ
い
て
は
、「
仕
事
を
優
先
す
る
」
の
が
望
ま

し
い
と
す
る
割
合
が
五
八
・
〇
％
で
も
っ
と

も
高
く
、
次
い
で
「
同
じ
く
ら
い
す
る
」（
二

七
・
〇
％
）、「
仕
事
に
専
念
す
る
」（
九
・
一
％
）、

「
家
事
・

育
児
・
介

護
を
優
先

す
る
」

（
三
・
一

％
）、「
家

事
・
育
児
・

介
護
に
専

念
す
る
」

（
〇
・
二

％
）
と
な

っ
て
い
る

（
図
表
20
）。

男
女
別

で
み
て
、

女
性
は
男

性
の
仕
事

漬
け
の
生

き
方
を
支

持
し
な
い

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
た
が
、

実
際
は
男
女
に
よ
る
違
い
は
あ
ま
り
み
ら
れ

な
い
。
む
し
ろ
、「
仕
事
を
優
先
す
る
」
男
性

の
生
き
方
を
支
持
す
る
割
合
で
は
、
女
性
が

男
性
を
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る

（
そ
れ
ぞ
れ
六
二
・
七
％
、
五
二
・
四
％
）

の
が
目
立
つ
。
ま
た
、「
家
事
・
育
児
・
介
護

を
優
先
す
る
」
生
き
方
の
支
持
割
合
は
男
性

が
女
性
を
上
回
っ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、五
・

〇
％
、
一
・
五
％
）。
つ
ま
り
、
旧
来
の
「
男

性
は
会
社
で
仕
事
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

男
性
だ
け
で
な
く
、
女
性
も
同
様
に
支
持
し

て
お
り
、
男
女
と
も
に
従
来
の
考
え
方
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

女
性
の
生
き
方
に
つ
い
は
、「
家
事
・
育
児
・

介
護
を
優
先
す
る
」
を
支
持
す
る
割
合
が
四

六
・
三
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
つ
い
で
「
同

じ
く
ら
い
す
る
」（
三
四
・
五
％
）、「
家
事
・

育
児
・
介
護
に
専
念
す
る
」（
九
・
一
％
）、「
仕

事
を
優
先
す
る
」（
六
・
八
％
）、「
仕
事
に
専

念
す
る
」（
〇
・
七
％
）
の
順
。
女
性
の
生
き

方
に
つ
い
て
も
、
男
女
に
よ
る
差
は
あ
ま
り

な
く
、「
家
事
・
育
児
・
介
護
に
専
念
す
る
」

を
支
持
す
る
割
合
で
男
性
が
女
性
を
わ
ず
か

に
上
回
る
程
度
と
な
っ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
、

一
一
・
四
％
、
七
・
一
％
）。
性
年
齢
階
層

別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
に
五
〇
歳
以
上
で

女
性
は
「
家
事
・
育
児
・
介
護
に
専
念
す
る
」

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
割
合
が
他
の
性
年

齢
階
層
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

一
方
、
六
〇
歳
以
上
の
女
性
で
、「
仕
事
を
優

先
す
る
」
女
性
の
生
き
方
を
支
持
す
る
割
合

が
約
一
割
に
達
し
、
他
の
性
年
齢
階
層
と
比

べ
て
高
い
の
が
目
立
つ
。
男
女
の
生
き
方
に

関
す
る
旧
来
の
役
割
意
識
か
ら
、
未
だ
に
男

女
と
も
に
抜
け
出
せ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

家
庭
と
仕
事
の
両
立

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
家
庭
責
任
と

仕
事
の
両
立
に
関
す
る
意
識
を
み
て
み
よ
う

（
有
職
者
の
み
）。「
仕
事
で
の
責
任
を
果
た

す
た
め
に
、
家
事
・
育
児
・
介
護
が
で
き
て

い
な
い
と
感
じ
る
」
か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
仕
事
で
家
庭
責
任
を
犠
牲
に
し
て
い
な

い
」
と
考
え
て
い
る
割
合
（「
あ
て
は
ま
ら

な
い
」「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」の
合
計
）

が
五
三
・
五
％
と
、「
仕
事
で
家
庭
責
任
を
犠

牲
に
し
て
い
る
」（「
あ
て
は
ま
る
」「
や
や
あ

て
は
ま
る
」
の
合
計
）
の
四
四
・
九
％
を
少

し
上
回
っ
て
い
る
（
図
表
21
）。

逆
に
、「
家
事
・
育
児
・
介
護
の
た
め
に
、

仕
事
で
の
責
任
を
果
た
せ
て
い
な
い
と
感
じ

る
」
か
に
つ
い
て
は
、「
家
庭
責
任
で
仕
事
を

犠
牲
に
し
て
い
な
い
」
と
す
る
割
合
（「
あ

て
は
ま
ら
な
い
」「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な

い
」
の
合
計
）
が
七
四
・
七
％
と
、「
家
庭
責

任
で
仕
事
を
犠
牲
に
し
て
い
る
」
と
す
る
割

合
（
二
三
・
七
％
、「
あ
て
は
ま
る
」「
や
や
あ

て
は
ま
る
」
の
合
計
）
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
（
図
表
21
）。

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
ど
ち
ら
の
問
で

も
、
肯
定
派
（「
仕
事
で
家
庭
責
任
を
犠
牲

に
し
て
い
る
」「
家
庭
責
任
で
仕
事
を
犠
牲
に

し
て
い
る
」）
の
割
合
は

三
〇
歳
代
、
四
〇
歳
代
で

他
の
年
齢
階
層
に
比
べ
て

高
く
な
っ
て
お
り
、
働
き

盛
り
で
仕
事
量
が
多
く
、

年
少
の
子
供
を
抱
え
て
い

る
可
能
性
の
高
い
こ
の
年

齢
階
層
に
と
っ
て
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
が
厳
し
い

課
題
で
あ
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
三
〇
歳
代
、

四
〇
歳
代
を
男
女
別
に
分
け
て
み
る
と
、「
仕

事
で
家
庭
責
任
を
犠
牲
に
し
て
い
る
」
と
す

る
割
合
は
男
性
が
女
性
よ
り
も
高
い
一
方
、

「
家
庭
責
任
で
仕
事
を
犠
牲
に
し
て
い
る
」

で
は
女
性
が
男
性
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
仕
事
と
家
事
・
育
児
・
介
護
の
両
立
が

難
し
く
、
悩
む
こ
と
が
あ
る
」
か
ど
う
か
の

問
で
は
、「
両
立
に
悩
む
こ
と
は
な
い
」
割
合

（「
当
て
は
ま
ら
な
い
」「
あ
ま
り
当
て
は
ま

ら
な
い
」
の
合
計
）
が
六
七
・
一
％
と
「
両

立
に
悩
む
こ
と
が
あ
る
」
割
合
（
三
一
・
二

％
、「
当
て
は
ま
る
」「
や
や
当
て
は
ま
る
」
の

合
計
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
図
表
21
）。

「
両
立
に
悩
む
こ
と
が
あ
る
」
人
を
年
齢
階

層
別
に
み
る
と
、
や
は
り
、「
仕
事
で
家
庭
責

任
を
犠
牲
に
し
て
い
る
」「
家
庭
責
任
で
仕
事

を
犠
牲
に
し
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
三
〇

歳
代
、
四
〇
歳
代
で
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
と
く
に
、
女
性
で
「
両
立
に
悩
む

こ
と
が
あ
る
」
割
合
は
高
く
（
三
〇
歳
代
男

性
三
六
・
三
％
、
女
性
四
五
・
一
％
、
四
〇

歳
代
男
性
二
六
・
七
％
、
女
性
四
二
・
三
％
）、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
関
し
て
、
女
性
へ
の

負
荷
が
大
き
い
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

（
主
任
調
査
員　

郡
司
正
人
）

44.9

23.7

31.2

53.5

74.7

67.1

1.6

1.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事での責任を果たすために、

家事・育児・介護ができていない

家事・育児・介護のために、

仕事での責任を果たせていない

仕事と家事・育児・介護の

両立が難しく、悩むことがある

あてはまる（計） あてはまらない（計） わからない

図表21　家庭と仕事の両立に関する意識　n=1369


